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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の筐体が互いにスライド可能に連結され、一方の筐体の内部には回路基板が収容さ
れ、該回路基板には、他方の筐体とは反対側の背面に、コネクター部が設けられ、該コネ
クター部から引き出されたフレキシブルリードが前記他方の筐体の内部へ延びており、該
フレキシブルリードの屈曲変形によって両筐体の相対移動が許容されるスライド式電子機
器において、
　前記一方の筐体の回路基板には開口が形成され、前記コネクター部から引き出されたフ
レキシブルリードは、前記コネクター部から、前記他方の筐体のスライド方向と平行な一
方向へ引き出された後、前記回路基板の開口を貫通し、更に前記回路基板の表面に沿って
前記一方向に延びた後、Ｕ字状の折り返し部を経て、前記他方の筐体の背面に沿って前記
一方向とは逆方向に延び、その先端部が他方の筐体の内部へ繋がっていることを特徴とす
るスライド式電子機器。
【請求項２】
　前記回路基板の開口は、前記コネクター部に近接して形成されている請求項１に記載の
スライド式電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一対の筐体とが互いにスライド可能に連結されたスライド式電子機器に関す
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るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この様なスライド式電子機器においては、一方の筐体の内部から引き出されたフ
レキシブルリードが他方の筐体の内部へ延びており、該フレキシブルリードの屈曲変形に
よって両筐体の相対移動が許容される(特許文献１)。
【０００３】
　例えば図１１(ａ)(ｂ)に示すスライド式電子機器においては、第１筐体(９)と第２筐体
(91)とがスライドモジュール(93)を介して互いに連結されており、第１筐体(９)の内部に
回路基板(８)が設置されている。
　該回路基板(８)には、第２筐体(91)とは反対側の背面に、コネクター(81)が設置され、
該コネクター(81)に、フレキシブルリード(82)の基端部(82a)が連結されている。
【０００４】
　該フレキシブルリード(82)は、図１１(ａ)に示す如くコネクター(81)から回路基板(８)
の背面(8a)に沿って第２筐体(91)のスライド方向へ延び、回路基板(８)の端縁にて折り返
されてＵ字状の折り返し部(82b)が形成された後、該折り返し部(82b)から回路基板(８)の
表面に沿って逆方向に延び、更に第２筐体(91)のバックキャビネット(92)の背面に沿って
延びた後、その先端部(82c)が第２筐体(91)の内部へ繋がっている。
【０００５】
　該スライド式電子機器においては、図１１(ａ)に示す如く第１筐体(９)の表面に第２筐
体(91)の背面が重なった閉じ位置から、図１１(ｂ)に示す如く第２筐体(91)がスライドし
て、第１筐体(９)の表面の一部が露出した開き位置との間で、第１筐体(９)と第２筐体(9
1)とが互いに相対移動する過程で、フレキシブルリード(82)が屈曲変形して折り返し部(8
2b)の位置が移動することによって、第１筐体(９)と第２筐体(91)の相対移動が許容され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１２３０８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、図１１に示すスライド式電子機器においては、コネクター(81)から引き
出されたフレキシブルリード(82)が、回路基板(８)の背面(8a)に沿って回路基板(８)の端
縁まで一方向に延びた後、折り返し部(82b)を経て、回路基板(８)の表面及び第２筐体(91
)の背面に沿って逆方向に延びているので、この大きく迂回する経路のためにフレキシブ
ルリード(82)が必要以上に長くなり、図１１(ｂ)に示す開き位置では、Ｕ字状の折り返し
部(82b)を含む余裕長さ部分を収納する空間を確保せねばならないため、第１筐体(９)が
大形化する問題があった。
【０００８】
　又、コネクター(81)から引き出されたフレキシブルリード(82)が、回路基板(８)の背面
(8a)に沿って回路基板(８)の端縁まで延びているので、回路基板(８)のこの背面領域には
、電子部品を搭載することが出来ない問題があった。
【０００９】
　そこで本発明の目的は、フレキシブルリードの長さを短縮し、回路基板の実装面積を拡
大することが出来るスライド式電子機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係るスライド式電子機器においては、第１筐体(１)と第２筐体(２)とが互いに
スライド可能に連結され、第１筐体(１)の内部には回路基板(51)が収容され、該回路基板
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(51)には、第２筐体(２)とは反対側の背面に、コネクター部が設けられ、該コネクター部
から引き出されたフレキシブルリード(55)が第２筐体(２)の内部へ延びており、該フレキ
シブルリード(55)の屈曲変形によって両筐体(１)(２)の相対移動が許容される。
　ここで、前記第１筐体(１)の回路基板(51)には開口(56)が形成され、前記コネクター部
から引き出されたフレキシブルリード(55)は、前記開口(56)を貫通して、第２筐体(２)の
内部へ延びている。
【００１１】
　具体的態様において、前記フレキシブルリード(55)は、前記回路基板(51)の第２筐体(
２)側の表面に沿って第２筐体(２)のスライド方向と平行な一方向に延びた後、Ｕ字状の
折り返し部(55b)を経て、第２筐体(２)の背面に沿って前記一方向とは逆方向に延び、そ
の先端部が第２筐体(２)の内部へ繋がっている。
【００１２】
　他の具体的態様において、前記回路基板(51)の開口(56)は、前記コネクター部に近接し
て形成されている。
【００１３】
　上記本発明のスライド式電子機器においては、回路基板(51)のコネクター部から引き出
されたフレキシブルリード(55)が、回路基板(51)の背面に沿って殆ど延びることなく、開
口(56)を貫通して回路基板(51)の表面側に臨出し、回路基板(51)の表面に沿って僅かに延
びた後に折り返されて、Ｕ字状の折り返し部(55b)が形成されているので、従来の様にコ
ネクター部から引き出されたフレキシブルリードが、回路基板の背面に沿って回路基板の
端縁まで延びている構成と比較して、フレキシブルリードの長さが短縮されることになる
。
【００１４】
　この結果、フレキシブルリード(55)の折り返し部(55b)を含む余裕長さ部分は必要最小
限の長さで済み、これよって余裕長さ部分を収納する空間が縮小されて、第１筐体(１)の
小形化が可能となる。
【００１５】
　又、コネクター部から引き出されたフレキシブルリード(55)は、回路基板(51)の背面に
沿って殆ど延びることなく、開口(56)を貫通して回路基板(51)の表面側に臨出しているの
で、回路基板(51)の背面には、フレキシブルリード(55)を沿わせるための領域が殆ど不要
となり、これよって大きな実装面積を確保することが出来る。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係るスライド式電子機器によれば、フレキシブルリードの長さを短縮し、回路
基板の実装面積を拡大することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の一実施形態であるスライド式電子機器の閉じた状態を示す斜視
図である。
【図２】図２は、該スライド式電子機器の閉じた状態を裏返して示す斜視図である。
【図３】図３は、該スライド式電子機器の開いた状態を示す斜視図である。
【図４】図４は、該スライド式電子機器の開いた状態を裏返して示す斜視図である。
【図５】図５は、該スライド式電子機器の閉じた状態の断面図である。
【図６】図６は、該スライド式電子機器の開いた状態の断面図である。
【図７】図７は、該スライド式電子機器から第１筐体のバックキャビネットを取り外した
状態を示す斜視図である。
【図８】図８は、更に第１筐体のフロントキャビネットと回路基板を分解した状態を示す
斜視図である。
【図９】図９は、更にスライドモジュールと第２筐体のバックキャビネットを分解した状
態を示す斜視図である。
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【図１０】図１０は、該スライド式電子機器のスライド動作を説明する断面図である。
【図１１】図１１は、従来のスライド式電子機器のスライド動作を説明する断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明をスライド式電子機器に実施した形態につき、図面に沿って具体的に説明
する。
　本発明の一実施形態であるスライド式電子機器は、図１～図４に示す如く、第１筐体(
１)と第２筐体(２)とを互いにスライド可能に連結して構成され、図３の如く第１筐体(１
)の表面には複数の操作キー(11)が配備されると共に、図１の如く第２筐体(２)の表面に
は画面(21)が配備されている。
　又、図２の如く、第１筐体(１)の背面には、撮影窓(44)が設けられると共に、放音孔(1
7)が開設されている。
【００１９】
　第１筐体(１)は、図５に示す如く、それぞれ合成樹脂製のフロントキャビネット(12)と
バックキャビネット(13)とを互いに接合して構成され、第１筐体(１)のの内部には回路基
板(51)が収容されている。
　又、第２筐体(２)は、それぞれ合成樹脂製のフロントキャビネット(22)とバックキャビ
ネット(23)とを互いに接合して構成されている。
【００２０】
　第１筐体(１)と第２筐体(２)とは、図９に示すスライドモジュール(３)によって互いに
スライド可能に連結されている。スライドモジュール(３)は、ベース板(31)とスライド板
(32)とを具え、ベース板(31)上のスライド板(32)は、図示省略するスプリングによって中
立位置からスライド方向に沿う双方向に付勢されている。
【００２１】
　スライドモジュール(３)は、スライド板(32)が第１筐体(１)のフロントキャビネット(1
2)と連結される一方、ベース板(31)が第２筐体(２)のバックキャビネット(23)に連結され
ている。
　又、第１筐体(１)と第２筐体(２)の間には、図５及び図６に示す如く、フレキシブルリ
ード(55)が必要最小限の余裕長さをもって延在している。
【００２２】
　これによって、第１筐体(１)と第２筐体(２)は、図５に示す閉じ位置と図６に示す開き
位置の間でスライドが可能であり、第２筐体(２)は、第１筐体(１)に対し、図５に示す閉
じ位置では該閉じ位置に向かって付勢され、図６に示す開き位置では該開き位置に向かっ
て付勢されている。
【００２３】
　図８及び図９の如く、回路基板(51)の中央部にはスリット状の開口(56)が形成され、回
路基板(51)の第２筐体(２)とは反対側の背面には、前記開口(56)の近接位置に、コネクタ
ー(54)が搭載されている。
【００２４】
　図７に示す如く、回路基板(51)のコネクター(54)には、フレキシブルリード(55)の基端
部(55a)が連結されている。
　コネクター(54)から引き出されたフレキシブルリード(55)は、図９に示す如く第１筐体
(１)のフロントキャビネット(12)に形成された開口(14)と、スライドモジュール(３)に形
成された開口(30)と、第２筐体(２)のバックキャビネット(23)に形成された開口(24)とを
経て、第２筐体(２)のフロントキャビネット(22)の内面に向かって延びており、図８の如
く、フレキシブルリード(55)の先端部(55c)は、第２筐体(２)に配備されている液晶ディ
スプレイ(図示省略)に繋がっている。
【００２５】
　より具体的には、図１０(ａ)に示す如く、回路基板(51)のコネクター(54)から引き出さ
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れたフレキシブルリード(55)は、コネクター(54)の近接位置にて、回路基板(51)の背面側
から開口(56)を経て表面側へ臨出し、回路基板(51)の表面に沿って第２筐体(２)のスライ
ド方向に沿う一方向に僅かに延びた後、Ｕ字状に折り返され、この折り返し部(55b)を経
て、第２筐体(２)のバックキャビネット(23)の背面に沿って逆方向に延び、バックキャビ
ネット(23)の開口(24)を経て、その先端部(55c)が第２筐体(２)の内部に繋がっている。
【００２６】
　第２筐体(２)が図１０(ａ)に示す閉じ位置から図１０(ｂ)に示す開き位置までスライド
する過程で、回路基板(51)の表面に沿うフレキシブルリード(55)は、回路基板(51)の表面
に沿う長さを増大させながら屈曲変形し、図１０(ｂ)に示す開き位置では、折り返し部(5
5b)が回路基板(51)の端部まで移動することになる。
【００２７】
　上記スライド式電子機器によれば、回路基板(51)のコネクター(54)から引き出されたフ
レキシブルリード(55)が、回路基板(51)の背面に沿って殆ど延びることなく、開口(56)を
貫通して回路基板(51)の表面側に臨出し、回路基板(51)の表面に沿って僅かに延びた後に
折り返されて、Ｕ字状の折り返し部(55b)が形成されているので、従来の様にコネクター
から引き出されたフレキシブルリードが、回路基板の背面に沿って回路基板の端縁まで延
びて該端縁を回り込んでいる構成と比較して、フレキシブルリードの経路長が短縮される
ことになる。
【００２８】
　この結果、フレキシブルリード(55)の折り返し部(55b)を含む余裕長さ部分は必要最小
限の長さで済み、これよって余裕長さ部分を収納する空間が縮小されて、第１筐体(１)の
小形化が可能となる。
【００２９】
　又、コネクター(54)から引き出されたフレキシブルリード(55)は、回路基板(51)の背面
に沿って殆ど延びることなく、開口(56)を貫通して回路基板(51)の表面側に臨出している
ので、図１０(ａ)(ｂ)に示す回路基板(51)の背面(51a)には、フレキシブルリード(55)を
沿わせるための領域が殆ど不要となり、これよって回路基板(51)に大きな実装面積を確保
することが出来る。
【００３０】
　尚、本発明の各部構成は上記実施の形態に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲
内で種々の変形が可能である。例えば、第１筐体(１)に回路基板(51)が設置され、フレキ
シブルリード(55)は第１筐体(１)から第２筐体(２)に向かって延びる構成に限らず、第１
筐体(１)と第２筐体(２)とが入れ替わった構成、即ち、第２筐体(２)に回路基板(51)が設
置され、フレキシブルリード(55)は第２筐体(２)から第１筐体(１)に向かって延びる構成
であってもよい。
【符号の説明】
【００３１】
(１)　第１筐体
(12)　フロントキャビネット
(13)　バックキャビネット
(２)　第２筐体
(22)　フロントキャビネット
(23)　バックキャビネット
(３)　スライドモジュール
(51)　回路基板
(54)　コネクター
(55)　フレキシブルリード
(55a) 基端部
(55b) 折り返し部
(55c) 先端部
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